
も大墓逆難の猥■町Ч
二  本
サイクリ

台
さ
ん
と
熊
本
さ
ん
も

「機
会

が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
所
を

巡
り
た
い
」
と
自
転
車
の
魅
力

に
つ
か
れ
た
様
子
。

主
催
し
た

「に
ほ
ん
ま
つ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
」
は
当
初
、

風
評
被
害
に
よ
り
参
加
者
が
見

込
め
な
い
と
し
、
中
止
も
考
え

た
。
県
外
か
ら
は

一
人
だ
け
だ

っ
た
が
、
全
体
で
は
予
想
の
三

倍
メ
上
の
人
が
集
ま
っ
た
。

会
長
の
井
上
善
夫
さ
ん
会
↓

は

「新
た
に

『手
を
つ
な
る
う

二
本
松
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
付

け
、
ゼ
ツ
ケ
ン
に
も
入
れ
た
。

自
転
車
を
愛
す
る
仲
間
が
会
津

や
県
南
か
ら
も
訪
れ
た
。
協
力

し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し

た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

小
布
施
町
内
、３０
日
ま
で

仮
設
の
児
童
生
徒
に

大
学
生
が
学
習
指
導

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・Ｍ
Ｐ
Ｉ

学
生
の
学
習

・
就
職
活
動
支

援
な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー

は
十
七
日
、
浪
江
町
の
避
難
者

が
住
む
福
島
市
の
笹
谷
東
部

仮
設
住
宅
の
集
会
所
を
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を
袈
え

た
。避

難
や
転
校
で
生
じ
る
学
習

の
進
み
具
合
の
差
を
埋
め
よ
う

と
企
画

し
た
。
Ｍ
Ｐ
Ｉ
メ
ン

バ
ー
の
東
大
や
早
稲
田
大
の
学

生
ら
七
人
が
講
師
を
務
め
、
避

難
し
て
い
る
小
中
学
生
十
五
人

に
国
語
φ
算
数
、
英
語
を
教
え

た
。
子
ど
も
た
ち
は
分
か
ら
な

い
箇
所
を
質
問
し
、
勉
強
に
打

ち
込
ん
で
い
た
。
福
島
三
中
三

年
の
青
田

一
馬
君
全
〕
は

「難

し
い
問
題
も
解
け
た
。
受
験
に

阿 武 隈 サil沿 いの道 路 を快 走 す る

(左か ら)熊本、椀台、永田さん

II

ギ ヤラ リー に展示 され て い る作 品

古里復興への願い…作品通じ長野で発信

美 術 と観 光 の 町 と して 知 られ る 長 野 県

小 布 施 町 に 、 会 津 地 方 の 芸 術 家 10人の 作
品 が 並 ぶ 。 東 日本 大 震 災 復 興 の 願 い を込

め た 会 津 か らの メ ツセ ー ジ を 、 30日 ま で
発 信 して い る 。

会 津 美 術 協 会 は 4月、 会 津 看 塗 市 文 化
セ ン タ ー で 復 興 支 援 の チ ヤ リテ イー 展 を

開催 。 活 動 を イ ン ター ネ ツ トで矢日つた 小

布 施 町 の観 光 関 係 者 が感 動 し、 同 町 で の

作 品 展 を企 画 した 。 同 町 で 作 品展 を 開 い

た こ とが あ る会 津 看 松 市 の 彫 刻 家 、 看 杉

儀 子 さ ん (67)が協 力 を求 め られ 、 会 津
地 方 の 美 術 仲 間 に 参 加 を 呼 び掛 け た 。 彫

刻 、絵 画 、工 芸 、 書 道 家 10人が 賛 同 。 「鎮
魂 」 「つ な が る心 」 「前 向 き 」 な ど思 い

い

が 込 め られ た 作 罪

7日 に作 家 自 ら
ギ ャラ リー に展 示

りか ら itヴ【め る こ と

「遠 く離 れ て い て

つ にす る き つか け

る 。

冒
く
な
る
。

◇
猪
苗
代
町

・
ホ
テ
ル
リ
ス

と
が
決
ま
っ
た
。　
一
人
暮
ら
し

テ
ル
猪
苗
代
▼
双
葉
町
、
無
職

に
な
る
が
、
２
次
避
難
所
で
知

鈴
木
美
代
さ
ん
　
８８
　
郡
山
市

り
合
い
に
な
っ
た
人
た
ち
が
周

内
の
借
り
上
げ
住
宅
に
移
る
こ

囲
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

避
難
先
か
ら

郡
山
市
婦
人
団
体
協
議
会

は
十
八
日
、
市
内
富
田
町
の

仮
設
住
宅
集
会
所
で
編
み

物
教
室
を
催
し
、
富
岡
町

の
入
居
者
と
交
流
し
た
。
会

三〓
う
、
代
≧
ヨ
皇
ヽ
ぐ
中
フ
さ
、
レ

】
上

一プ

，

ｖ

し
　

よ
十

切
ｔ

ｔ

　

′

）
ィ

　

て

　

オ

と

三
Ｆ

′
■

〓

，
Ｖ

　

て

一

向
け
、
自
信
が
つ
い

た
」
と
話
し
た
。

飩ち大割婢御］芽瑯碁

翔軒伸拶】倖勝勲碧摯

馨箭
（輯
嬰
一発

焙脳陣鵬中ゆ翔れゆげ

唯欲叩」と話して

も
暑
く
、
日
中
は
家
の
中
に
い

ら
れ
な
い
。
外
の
日
陰
で
友
人

と
話
し
て
過
歪
し
て
い
る
。
野

菜
作
り
が
で
き
な
い
の
も
つ
ら

い
。
早
く
土
壌
を
元
に
戻
し
て

ほ
し
い
。

た
。
女
性
二
十
人
が
参
加
し

た
。
　
　
　
　
　
′

四
色
の
毛
糸
を
使
い
、
カ

ラ
フ
ル
で
ふ
わ
ふ
わ
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
に
仕
立
て
た
。
前
回

，
二
晒
そ
ミ
芸
向Ｈ
ノ
，
こＥ
ョ，
、
一二


